
到達目標
B

到達目標
C

施術道具及び施術機器の
衛生的な管理の重要性を
理解している。

施術道具及び施術機器の
衛生的な管理について必
要性は理解している。

施術道具及び施術機器の
衛生管理に努めることが
できる。

施術道具及び施術機器の
衛生管理について理解が
やや不足している。

施術道具及び施術機器の
衛生管理に努めることが
できない。

物理療法機器を患者に正
しく装着できる。

物理療法機器を患者に大
体装着できる。

物理療法機器を患者に装
着する方法は理解してい
る。

物理療法機器を患者に正
しく装着できる方法がや
や不足している。

到達目標
D

施術の介助について完全
に理解した上で実施する
ことができる。

施術の介助について大体
理解した上で実施するこ
とができる。

施術の介助について必要
性は理解している。

施術の介助への理解がや
や不足している。

施術の介助ができない。

到達目標
E

物理療法機器を患者に正
しく装着できない。

共通症例の考察時にはグループ内での積極的な議論が必要となる。また、様々な知識を駆使し状況証拠から傷病名、その治療方
法、具体的な注意点などを導き出すため積極的な参加が必要となる。そのためグループ内での融和団結が必要でありその十分な準
備を望む。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

要努力優れている よい

後期(通
年)

単位数 1 種別※ 実習柔道整復科　２年次 必／選 必※ 時間数 45

指導者の指示にこたえる
ことができる。

実習に際して目的意識を
持って臨むことができ
る。

実習に際して目的意識を
持って臨むことを努力し
ている。

科目名 臨床実習２

英語科目名

学科・学年

担当教員
宮本功三、青木伊之、後藤晃弘、杉本知、加藤
健太、秋田雄大、有山敦士

教員の実務経験 有 実務経験の職種
柔道整復師(接骨院にて勤
務経験あり）

【科目の目的】

柔道整復師としての臨床における実践的能力及び保険の仕組みに関する知識を習得し、患者との適切な対応を学び、施術者として
の責任と自覚を養うことを目的とする。

【科目の概要】

外部臨床実習施設において臨床実習指導者のもとで見学型の臨地実習を行います。

【到達目標】

医療人として必要な接遇を中心とした誘導、評価測定法の基礎を身につけそれを有効に利用し、患者さんに説明が出来ることを目
標とする。共通症例では外傷のとらえ方を理解し他の疾患にも応用できるようにする。

【授業の注意点】

年度 2026

Clinical training 2 学期

ふつう あと少し

指導者の指示が理解でき
る。

指導者の指示を理解する
ことがやや不足してい
る。

指導者の指示したことが
理解できない。

実習に際して目的意識を
持つ必要性を理解はして
いる。

実習に際して目的意識を
持って臨むことがやや不
足している。

実習に際して目的意識を
持って臨むことができな
い。

【教科書】

適宜レジュメ・資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

実習態度や出席状況と課題を総合的に評価する。

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
A

指導者の指示に適切にこ
たえることができる。
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3

手指を介した感染症について理解する。

3器具を介した感染症について理解する。

空気感染を予防するための換気の必要性について理解する。

コミュニケーションによる適正な誘導について理解する。

移乗

効果

安全

健康向上

手指の消毒

器具の消毒

換気

会話

誘導 3転倒防止への留意について理解する。

正しい移乗動作の獲得について理解する。

物理療法機器の効果を把握する必要性を理解する。

3物理療法機器の適応を把握する必要性を理解する。

物理療法機器の禁忌事項を把握する必要性を理解する。

年度 2026

英語表記 Clinical training 2

3

個人情報 業務上知り得た患者の秘密の保持について理解する。

責務 柔道整復師としての責任について理解する。

3担保すべき安全性について理解する。

外傷予防を通じた患者の健康意識の向上について理解する。

適正業務 柔道整復師に認められた業務について理解する。

事故防止 禁忌事項について理解する。

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1 態度①

学期 後期(通年

科目名 臨床実習２

施術介助 患者の誘導について。

2 態度② 目的意識について。

3 付帯業務 衛生管理について。

4

指示への理解について。

評価方法：1.小テスト、65.パフォーマンス評価、3.その他

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

禁忌

5 物理療法 機器の装着について。 適応


	臨床実習２

